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NY マーケットレポート（2017 年 2 月 21 日） 

 

NY市場では、休み明けで材料に乏しい中、マークイット米国製造業、サービス業PMIがともに市場予想を下回る結果となったことが材料視され、

ドルが主要通貨に対して軟調な動きとなった。また、米債券利回りが低下し、日米の金利差縮小が意識されたことから円が買われる動きとなり、

クロス円も軟調な動きとなった。 

ただ、その後はダウ平均株価やナスダックが最高値を更新したことに加え、米債券利回りが上昇に転じたことから、ドル円・クロス円は堅調な動き

となった。 

 

 

出所：SBILM 
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NY 市場レポート 
 

≪企業決算≫ 

米ウォルマート 

第 4四半期の調整後の 1株利益は 1.30 ドル（予想 1.29 ドル） 

 

23：45 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

2 月マークイット米国製造業 PMI 54.3（予想 55.3・前回 55.0） 

2 月マークイット米国サービス業 PMI  53.9（予想 55.8・前回 55.6） 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

出所：Bloomberg 
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≪ 要人発言 ≫ 

カシュカリ・ミネアポリス連銀総裁 

 

・「資産バブルが進んでいると判断することは非常に難しい」 

・「バランスシート縮小について、遠くない将来に開始する可能性もある」 

・「賃金は上昇してきているものの、警戒水準にはない」 

 

 

≪海外の話題≫ 

 

英豪資源大手 BHP ビリトンが運営する世界最大のエスコンディーダ銅山の従業員らが 3/9 からストライキに入る見通し。チリ政府が仲

介した労働契約を巡る協議が合意に達しなかったと労組側が明らかにした。また、労組はストが長期にわたる可能性があるとしており、

世界的な供給に影響する恐れもある。BHP ビリトンは、スト継続中の生産を止める計画。エスコンディーダ銅山の幹部によると、少な

くとも 15 日間は代替要員を置かないという。 

 

 

≪ NY 債券市場 ・午前≫ 

 

序盤のニューヨーク債券市場は、米国株の上昇で投資家のリスク志向が強まり、安全資産とされる米国債を売る動きが先行した。米国

債入札を前に、ポジション調整の売りも広がった。 

午前の利回りは、30 年債が 3.04％（前週末 3.03％）、10 年債が 2.44％（2.42％）、7年債が 2.24％（2.22％）、5年債が 1.92％（1.90％）、

3年債が 1.49％（1.48％）、2年債が 1.21％（1.19％）。 

 

 

2：00 

≪ 要人発言 ≫ 

ハーカー・フィラデルフィア連銀総裁 

 

・「今年 3回の利上げが適切だ」 

・「力強い個人消費で今年の経済成長 2％になるだろう」 

・「緩やかなペースでの利上げが賢明だ」 

 

 

≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、まちまちの結果となった。英 FT100 指数は、決算内容が嫌気された銀行大手が急落し、相場を押し下げた。一方、独

DAX 指数はユーロ圏の景況指標が好調だったことを材料に買いが優勢となった。 

 

 
出所：Bloomberg 



 
                                           

4 

≪ NY 金市場 ≫ 

NY 金は、中心限月が前日比 0.20 ドル安の 1オンス＝1238.90 ドルで取引を終了した。 

 

NY 金は、ドルが主要通貨に対して上昇したことから、ドルの代替資産とされる金の売りが先行した。ただ、フランス大統領選など欧州

政治の先行き不透明感から、リスク回避の買い戻しも入り下げ幅が縮小した。 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

≪ NY 原油市場 ≫ 

NY 原油は、中心限月が前日比 0.66 ドル高の 1バレル＝54.06 ドルで取引を終了した。 

 

NY 原油は、 OPEC の事務局長が原油の減産目標について、一段の順守を期待すると発言したとの報道を受けて、需給引き締まりの期待

が高まり、堅調な動きとなった。 

 

 

出所：Bloomberg 
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≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、米小売り大手の決算内容が好感されたほか、原油価格の上昇を受けて投資家のリスク選好姿勢が強まり、主要株価は堅

調な動きとなった。ダウ平均株価は、序盤から堅調な動きとなった。一時前週末比 133 ドル高まで上昇し、取引時間中の最高値を更新、

終値ベースの高値も更新した。また、ナスダックも取引時間中、終値ベースの高値を更新した。 

 

 
出所：Bloomberg 

 

≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、米国市場が休み明けで材料に乏しい中、米経済指標が市場予想を下回る結果となったことが影響し、ドルが主要通貨

に対して軟調な動きとなった。また、米債券利回りの低下も加わり、円が買われる動きとなったことから、クロス円も軟調な動きとな

った。ただ、米株価が堅調な動きとなったことで、引けにかけてはドル円・クロス円は堅調な動きとなった。 

 

 

出所：総合分析チャート 
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提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  

 


